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研究成果の概要（和文）：「九州・沖縄母子保健研究」には、妊娠中のベースライン調査に1757名の妊婦が参加
した。出生時、4か月時、1歳時、2歳時、以後1年毎に8歳時までの毎年、及び10歳、11歳、12歳の追跡調査を実
施した。本コホート研究は、追跡率が高く、質の高いエビデンスを多数、創出できる。研究期間中に、8歳時追
跡調査のデータ入力、10歳時及び11歳時の追跡調査を完了した。出生前後の喫煙曝露と1歳時の萌出歯数との
間、また、出生前後の喫煙曝露と3歳時の齲蝕リスクとの間には統計学的に有意な関連を認めなかった。引き続
き、1歳6ヶ月から3歳時、及び3歳時から6歳時のう蝕歯数増加と関連する要因を探索する。

研究成果の概要（英文）：The Kyushu Okinawa Maternal and Child Health Study (KOMCHS) is an ongoing 
prospective prebirth cohort study that investigates risk and preventive factors for maternal and 
child health problems such as oral health. Of total of 1757 pregnant women participated in the 
baseline survey of the KOMCHS. Follow-up surveys were carried out after birth, around 4 months 
postpartum, 1 to 8, 10 and 11 years postpartum. Information was mainly obtained through 
questionnaires which were completed by mothers. 
There was no statistically significant association between perinatal smoking exposure and the number
 of teeth at 1 year old. Also, pre and postnatal smoking exposure was not associated with the risk 
of dental caries at 3 years. Further studies are planning to clarify the association between 
environmental factors including dietary factors and risk of dental caries in children. 

研究分野：医歯薬学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
「九州・沖縄母子保健研究」は母子の健康問題のリスク要因や予防要因解明を目指した多目的出生コホート研究
である。妊娠中のベースライン調査に1757名の妊婦が参加した。出生時、4か月時、１歳時、以降１年毎に（９
歳時を除き）12歳時まで追跡調査を実施した。本研究は追跡率が比較的高く、日本人における質の高いエビデン
スを多数、創出できる。今回、出生前後の喫煙曝露と1歳時の萌出歯数、3歳時の齲蝕リスクとの関連を解析した
結果、これらの間には統計学的に有意な関連を認めなかった。今後、追跡調査のデータを活用し、齲蝕増加要因
について、環境要因と体質を含めて検討していく。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 本邦では、この半世紀で小児齲蝕は大幅に減少してきたものの、平成 23年歯科疾患実態調査
によると、３歳児、６歳児の齲蝕有症率は、それぞれ 25％、42％にものぼる。重症の小児齲蝕
は子の栄養摂取状況や発育、QOL（生活の質）にも影響を及ぼす。小児期の健全な口腔状態は、
成人期以降の歯牙喪失防止や口腔機能の保持につながるため、小児齲蝕のリスク要因を解明す
る意義は大きい。 
 齲蝕は多因子性疾患である。歯牙の形成と石灰化は胎児期に始まり、出生後まで続く。この歯
牙形成期は、環境の影響を受けやすく、栄養摂取状況や受動喫煙等は、歯質の石灰化や多孔性等
に影響を与え、齲蝕感受性に影響を及ぼしている可能性が高い。小児期の口腔内は、成長ととも
に、乳歯の脱落、永久歯の萌出が次々に起こり、口腔内環境は刻々と変化する。各成長ステージ
における齲蝕発症のリスク要因及び予防要因を明らかにし、各時期における適切な予防方法を
提案するためのエビデンスの蓄積が必要である。しかしながら、齲蝕発症リスクに関わる質の高
いエビデンスは世界的にみても非常に少ない。齲蝕予防方法を確立するため、出生前後や幼児期
の生活習慣・生活環境と齲蝕発症との関連について、前向きコホート研究の結果に基づく、質の
高いエビデンスの蓄積が求められている。 
 妊娠中からではなく、出生後に開始したコホート研究のデータを活用し、歯牙萌出後の様々な
環境要因と齲蝕との関連に関するエビデンスは比較的多い。一方、妊娠中から調査を開始し、胎
児期及び出生後早期の歯牙形成期における環境要因と齲蝕発症リスクとの関連に関する疫学研
究は、海外では Norwegian Mother and Child Cohort Studyのみであり、本邦では、我々が主
導する「大阪母子保健研究」と「九州・沖縄母子保健研究」のみである。 
 
２．研究の目的 
本研究では、観察疫学研究の中で最もエビデンスレベルの高い前向きコホート研究である「九
州・沖縄母子保健研究」のデータを活用する。「九州・沖縄母子保健研究」は、平成 19年に開始
した母子に関わる健康問題のリスク要因及び予防要因解明を目的とする多目的母子コホート研
究である。1757名の妊婦が妊娠中のベースライン調査に参加し、産まれた子と母親を追跡して
いる。出生時、4 ヶ月時、1 歳時、以降の 1 年ごとの各追跡調査では、主に質問調査票を用い、
食事摂取状況や生活環境、生活習慣等について、詳細な情報を得ている。4ヶ月追跡調査時に母
子の遺伝子解析試料の採取、及び、母親の歯周ポケット測定を実施した。乳歯齲蝕の情報は、2
歳時及び 3歳時追跡調査で、居住地の自治体が実施する 1歳 6ヶ月児健康診査、及び 3歳児健
康診査時の歯科健診結果を母子健康手帳から我々の質問調査票へ転記いただくことで収集した。
さらに 6歳時追跡調査では、同意の得られた参加者の自宅を歯科衛生士が訪問し、子の齲蝕、母
親の歯周ポケット測定、及び、子の血圧を測定した。 
これらのデータを活用して、まずは種々の環境要因との関連についての解析を行う。さらに遺
伝要因と環境要因の交互作用について検討する。 
 
３．研究の方法 
（１）「九州・沖縄母子保健研究」のベースライン調査および追跡調査の概略 
平成 19年 4月より、九州、沖縄 423産科医療機関において、本研究に関するリーフレット、
調査説明受諾同意書、返信用封筒の一式を、可能な限り全ての外来を受診した妊娠 32週未満の
妊婦に手渡していただいた。本研究に関する詳細な説明を受けたい妊婦は、調査説明受諾同意書
に氏名、連絡先を記入して研究事務局に返送した。研究事務局は電話で、妊婦に研究の詳細説明
を行い、最終的な同意を得た後、調査キット一式を自宅に送付した。対象者は回答済み質問調査
票を研究事務局に返送した。研究事務局は記入漏れの確認をした後、栄養調査結果を対象者に返
却した。平成 19年度末で妊婦のリクルートを終了し、最終的に、1,757名の妊婦がベースライン
調査を完了した。ベースライン調査と追跡調査の調査参加人数、調査内容は以下の通りである。 

 
調査 参加人数 調査内容 
ベースライン調査 1757名 喫煙状況（能動喫煙、受動喫煙）、身体活動状況、飲酒習

慣、社会経済要因、食事・栄養摂取状況等 
出生時追跡調査 1590名 妊娠後期の詳細な喫煙習慣、出生時の子の体格、分娩時

の状況等 
4か月時追跡調査 1527名 母乳摂取状況、家庭内喫煙状況、子の体格、母子の唾液

検体（唾液中コチニン濃度測定）、 
1歳時追跡調査 1430名 母乳摂取状況、哺乳瓶使用状況、離乳食摂取状況、家庭

内喫煙状況、歯牙萌出状況等 
2歳時追跡調査 1362名 家庭内喫煙状況、夜間哺乳状況、子の食事習慣、1歳 6ヶ

月児健康診査時の口腔内診査のデータ等 
3歳時追跡調査 1305名 家庭内喫煙状況、幼稚園・保育園の利用状況、子の食事

習慣、子の歯科保健行動、3歳児健康診査時の口腔内診査
のデータ等 

4歳時追跡調査 1264名 家庭内喫煙状況、幼稚園・保育園の利用状況、子の食事



習慣、身体活動状況、テレビ視聴時間、睡眠時間、子の
体格等 

5歳時追跡調査 1201名 家庭内喫煙状況、子の食事習慣、身体活動状況、テレビ
視聴時間、睡眠時間、行動的問題等 

6歳時追跡調査 1069名 家庭内喫煙状況、母子の食事習慣、身体活動状況、テレ
ビ視聴時間、睡眠時間、行動的問題、歯科衛生士による
母子の口腔内観察（母親の歯周ポケット測定、子の齲蝕
状況確認）、血圧測定等 

7歳時追跡調査 1032名 家庭内喫煙状況、睡眠時間、身体活動状況、テレビ視聴
時間、排便状況、歯科保健行動、体格、行動的問題等 

8歳時追跡調査 953名 家庭内喫煙状況、睡眠時間、身体活動状況、歯科保健行
動、体格、行動的問題等 

10歳時追跡調査 1047名 家庭内喫煙状況、身体活動状況、行動的問題、齲蝕発生
状況、体格、視力、思春期発来の兆候等 

11歳時追跡調査 1021名 家庭内喫煙状況、身体活動状況、行動的問題、齲蝕発生
状況、体格、視力、思春期発来の兆候等 

12歳時追跡調査 実施中 家庭内喫煙状況、身体活動状況、行動的問題、齲蝕発生
状況、体格、視力、思春期発来の兆候等 

 
（２）記入漏れ確認の徹底 
 各追跡調査では、研究事務局担当者は、質問調査票の記入漏れや非論理的な回答をチェックし、
参加者に電話等で確認し、データの質を高めた。就業している母親に対応するため、夜間や休日
に対象者に連絡する担当者を配置した。 
 
４．研究成果 
（１）出生時体格と乳歯齲蝕との関連 
 本邦では、低出生体重児は増加している。これまで、出生時体格と乳歯齲蝕との関連について
の疫学研究が散見されるが、低出生体重と齲蝕リスクとの間には正の関連があるとする報告が
ある一方、関連が無いとする報告もあり、未だその結果は一致していない。今回、「九州・沖縄
母子保健研究」のデータ解析に先立ち、3歳児を対象とした横断研究である「九州・沖縄小児健
康調査」のデータを活用して、出生時体格と 3歳児における齲蝕有症率との関連について、前駆
的に解析した。出生児体格として、出生時体重（ｇ）、在胎期間（週）、birthweight for gestational 
age (%)について検討した。 
 調査に参加頂いた 6576 名のうち、解析に必要なデータに欠損の無い 6327 名を解析対象とし
た。出生時体格および齲蝕の情報については、3歳児健康診査時に母子健康手帳に記録されたデ
ータを我々の質問調査票に転記いただくことで収集した。性別、月齢、居住地域、母乳摂取期間、
間食頻度、フッ化物の使用、歯科定期健診、妊娠中の母親の能動喫煙、調査時の家庭内喫煙状況、
両親の教育歴、家計の年収を補正した。 
 出生体重 2500～4000ｇ未満に比較して、4000ｇ以上では、齲蝕有症率との間に統計学的に有
意な正の関連を認めた：調整済みオッズ比 2.23（95％信頼区間：1.10-4.25）。一方、出生時体重
2500ｇ未満と齲蝕有症率との間には、有意な関連は認めなかった。在胎期間及びbirthweight for 
gestational age と 3歳児齲蝕有症率との間には統計学的に有意な関連は認めなかった。  
 
（２）両親の社会経済要因と乳歯齲蝕との関連 
 主に海外で実施された疫学研究により、両親の社会経済要因は子の齲蝕と負の関連があるこ
とが指摘されているが、日本人におけるエビデンスは、ほとんど無い。「九州・沖縄小児健康調
査」のデータを活用して、両親の教育歴、家計の年収、及び両親の職業といった社会経済的要因
と齲蝕有症率との関連について解析した。6315 名の幼児を対象とした。性別、月齢、居住地域、
母乳摂取期間、間食頻度、フッ化物の使用、歯科定期健診、妊娠中の母親の能動喫煙、調査時の
家庭内喫煙状況を補正した。 
 父親の職業が無職に比較して、専門的・技術的職業従事者、事務従事者、販売従事者、保安職
業従事者、生産工程従事者では、齲蝕有症率との間に有意な負の関連を認めた。一方、管理的職
業従事者、サービス職業従事者、農林漁業従事者、輸送・機械運転従事者、建設・採掘従事者、
運搬・清掃・包装等従事者との間には関連を認めなかった。 
 母親の職業では、無職に比較して、専門的・技術的職業従事者、サービス職業従事者で、齲蝕
有症率と有意な負の関連を認めた。 
 両親の教育歴では、教育年数の増加に伴って、齲蝕有症率は有意に減少しており、傾向性 P値
も有意であった。家計の年収も同様に、家計の年収と齲蝕有症率との間には有意な負の関連を認
め、傾向性 P値も有意であった。 
 両親の職業、教育歴、及び家計の年収の全てを同時に補正した場合、母親の教育歴、家計の年
収、母親の職業（専門的・技術的職業従事者、サービス職業従事者）との負の関連のみ、統計学
的に有意なままであった。 



  
（３）カルシウム摂取と乳歯齲蝕との関連 
 カルシウム摂取と小児う蝕との関連に関する疫学研究は比較的少なく、研究結果も一致して
いない「九州・沖縄小児健康調査」のデータを活用して、3歳児のカルシウム摂取と乳歯齲蝕有
症率との関連について解析した。エネルギー調整済み１日あたり平均カルシウム摂取量は、407.3
ｍg/1000kcal であった。カルシウム摂取量が多いほど、う蝕有症率低下と関連しており、第 1五
分位に比較して、第２、第３，第４，及び第５五分位の調整済みオッズ比（95%信頼区間）は、
それぞれ 0.94 (0.75-1.20)、0.77 (0.61-0.97)、0.86 (0.68-1.07)、及び 0.72 (0.58-0.91)で
あり、カルシウム摂取とう蝕有症率との間には有意な負の量―反応関係も認めた（傾向性 P 値
=0.005）。 
  
（４）受動喫煙と乳歯萌出時期及び乳歯齲蝕との関連 
 受動喫煙は乳歯齲蝕のリスク要因であるというエビデンスが蓄積されてきた。そのメカニズ
ムの一つとして、受動喫煙が、乳歯の萌出を早めているのかもしれない。「九州・沖縄母子保健
研究」のデータを活用して、受動喫煙と乳歯萌出との関連について解析した。 
 妊娠中の母親の喫煙状況（非喫煙、妊娠前期のみ喫煙、妊娠中後期のみ喫煙、全妊娠期間で喫
煙）と 1歳時の萌出歯数との間には、統計学的に有意な関連は認めなかった。さらに、出生前後
の喫煙曝露状況（なし、出生前のみ喫煙曝露あり、出生後のみ喫煙曝露あり、出生前後の両方で
喫煙曝露あり）と 1歳時の萌出歯数との間にも、統計学的に有意な関連は認めなかった。 
 4 か月時の唾液コチニン濃度や出生前後の喫煙曝露状況（なし、出生前のみ喫煙曝露あり、出
生後のみ喫煙曝露あり、出生前後の両方で喫煙曝露あり）と 3歳時の齲蝕発症との間には、統計
学的に有意な関連を認めなかった。 
 
（５）IL18 遺伝子多型と歯周病との関連 
「九州・沖縄母子保健研究」のデータを活用し、IL18遺伝子多型（rs1946518, rs187238）と母
親の歯周疾患との関連を解析した。SNP rs1946518の CC 遺伝子型は、歯周病リスク低下と関
連していた。 
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